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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
 本研究は、経営理念がイノベーションに与える影響、およびイノベーションにおける経営理念の
機能を解明することを目的としている。 
 第一章では、経営理念を「国と地域と言った社会における正義や倫理的価値を持った、従業員
に共有された、企業経営のあこがれを表現した言明」と定義し、経営理念が組織が提供する非経
済的誘引の主要な源泉になることを指摘した。そして株式会社アシックス創業者の鬼塚喜八郎氏
の経営理念を軸とする経営の事例が紹介された。 
第二章ではイノベーションを実現する組織プロセスを体系的に説明する理論として野中郁次郎
氏が提唱した「組織的知識創造理論」に則り、日本ロシュ社でのSSTプロジェクトの事例が取り上げ
られ、イノベーションプロセスの中で経営理念が果たした役割について詳述された。 
 組織的知識創造の過程では、暗黙知から形式知への変換、個人知から組織知への変換が含ま
れるが、その際、詳記不能性と占有可能性という問題が発生する。第三章ではこれら「組織的知識
創造のパラドクス」が説明され、それでは組織的知識創造のパラドクスを解決するためには経営理
念がいかなる役割を果たすのかという問題意識から、第四～六章においては、金型メーカーであ
るツバメックス社のCAD/CAM導入のプロセスの事例および定量調査が行われた。その結果、本
来、新技術導入に抵抗するであろうと思われた暗黙知をもつ個人である熟練者がCAD/CAM導入
プロセスにおいて積極的な役割を果たしていたこと等が観察され、その背後には社長が「金型産
業を近代化する」という経営理念のもと、特に「金型を効率的に作る」ことから「金型を効率的に作
るシステムを開発する」というように経営理念を変化・浸透させ、それが組織的知識創造のパラドク
ス解消につながり、結果として組織的知識創造プロセスを促進したことが検証された。 
第七章ではツバメックス社の事例から得られた組織的知識創造のパラドクスとそれを克服する経
営理念のあり方について考察がなされ、終章では、前章までの調査結果を踏まえて、トップによる
正当性の創造と実践という観点から、経営理念がイノベーションプロセスを促進することが改めて
確認された。 
 本研究には、キーワードとなる「経営理念」の定義に曖昧さが残り、経営理念に関連する他の概
念（戦略、ビジョンなど）との区別が十分にできているとは言いがたいという難点がある。その結果と
して各事例で提示されている「経営理念」の定義に一貫性を欠いているような印象を受ける。しか
しながら、一次データを用いた定性調査およびバグレポートを使った定量調査などを通じて、経営
理念とイノベーションの関係の実証という困難なテーマに取り組み、一定程度の説得力ある実証に
成功している点、また興味深い事例の記述と分析に対して、高い評価が下されるべきであると判断
する。 
よって、本論文の審査の結果として、博士（経営学）として「合格」と判定する。 
